



木 村 佐 千 子
バッハ Johann Sebastian Bach (1685–1750) は、生涯の長い期間にわたっ
てカンタータと呼ばれる声楽作品を作曲し、今日に伝えられるだけで 200曲以













































































8) Dadelsen 1997, Sp. 1394–1395. 替え歌は声楽と同じくらい歴史が古く、パロディ
技法が初めて用いられたのは 14世紀半ばの《ソルボンヌ・ミサ曲》とする。しかし、
パロディという用語の初出は、1587年である (J. Paix, Missa parodia)。
9) Tilmouth (金澤訳)、1994年、568～569頁。日本語訳で「単なる歌詞の移し替えで























野で喜べ Angenehmes Wiederau, freue dich in deinen Auen!》 (BWV 30a)
(ピカンダー Picander、本名ヘンリーツィ Christian Friederich Henrici 1700–
——————————————————
10) Koch 1964, Sp. 1136.










タータ第 30番《喜べ、救われし群れよ Freue dich, erlöste Schar!》 (BWV
30) (作詞者不詳) で、翌 1738年の聖ヨハネの祝日(6月 24日)の礼拝で初演












14) ただし、BWV 30 に含まれるレチタティーヴォの歌詞は、BWV 30a のレチタティー
ヴォと詩の形式をほぼそろえ、パロディの可能なかたちで書かれている。また、フィ
ンシャー Ludwig Finscher はバッハの声楽作品全体でレチタティーヴォが 22楽章
パロディされていることを指摘している。Vgl. Finscher 1969, S. 94.
15) BWV 30a では第 13楽章、BWV 30 では第 12楽章で、それぞれ別の歌詞をとも
なって第 1楽章の音楽が反復される。
6 獨協大学ドイツ学研究
【資料 1: BWV 30a と BWV 30 のパロディ関係】
原曲: 《楽しきヴィーダーアウよ、おまえの緑野で喜べ》 (BWV 30a、1737年) 第
1楽章
パロディ:《喜べ、救われし群れよ》 (BWV 30、1738年 ?)第 1楽章
















BWV 30/2, 4, 7, 9, 11…レチタティーヴォ
BWV 30/6…コラール
——————————————————
16) ダ・カーポ形式は通常 A–B–A の図式で表されるが、この楽章は変則的で A–B–A–
B–A の形式をとる。2回目の B 部分の終わり(128小節)に「ダ・カーポ(頭から) Da
Capo」の指示があり、最後の A 部分は楽章冒頭に戻り、最初の A 部分(1～32小
節)の楽譜を用いて演奏する。
世俗カンタータ《楽しきヴィーダーアウよ、おまえの緑野で喜べ》 (BWV
30a) の第 1楽章も、カンタータ第 30番《喜べ、救われし群れよ》 (BWV 30)
の第 1楽章も、最初の部分の歌詞と音楽が最後に繰り返されるダ・カーポ形
式16)の合唱楽章である。歌詞をみると、両楽章とも 5行ずつの歌詞で、枠をな




Freue dich in deinen Auen! おまえの緑野で喜びなさい。
Das Gedeihen legt itzund 繁栄にはいまや
Einen neuen, festen Grund, 新たな堅い土台がある、
...............Wie ein Eden 　dich zu bauen. おまえの地をエデンの楽園のように建てるため。
BWV 30/1
Freue dich, erlöste Schar, 喜びなさい、救われし群れよ、
Freue dich in Sions Hütten! シオンの幕屋のなかで喜びなさい。
Dein Gedeihen hat itzund おまえたちの群れには、いまや繁栄のための
Einen rechten festen Grund, まことの堅い土台がある、































な狩だけ Was mir behagt, ist nur die mutre Jagd》 (通称、狩のカンタータ
Jagdkantate) (BWV 208) (1713年 2月 23日初演、フランク Salomo Franck
1659–1725 作詞) から、カンタータ第 68番《かくも神は世を愛したまえり















年 5月 21日初演、ツィーグラー Mariane von Ziegler 1695–1760 作詞) へ
のアリア 2曲のパロディが、その例である。
《狩のカンタータ》は、ザクセン=ヴァイセンフェルス公クリスティアン




る内容である19)。この 15楽章のなかから 2つのアリアのみが 1725年のカン
タータ第 68番《神はかくも世を愛したまえり》に転用されている20)。ここで






えて歌うアリアである。第 13楽章の歌詞は 4行からなり、シラブル数は 8. 7.
8. 7、1行目と 3行目、2行目と 4行目で脚韻を踏んでいる。
BWV 208/13 (Soprano II Pales)
Weil die wollenreichen Herden 豊かな毛をもつ羊の群れが
Durch dies weitgepriesne Feld 広くたたえられるこの野原に
Lustig ausgetrieben werden, ほがらかに放牧されています。















章の歌詞は 6行からなり、シラブル数は 6.6.5. 6.6.5.、脚韻は a.a.b. c.c.b.
のかたちで、自由ダ・カーポ形式で歌われる。
BWV 68/2 (Soprano)
Mein gläubiges Herze, 信心深い私の心よ、
Frohlocke, sing, scherze21), 喜び、歌い、楽しみなさい。
Dein Jesus ist da! おまえのイエスはそこにおられます。
Weg Jammer, weg Klagen, 悲しみよ去りなさい、嘆きよ去りなさい、
Ich will euch nur sagen: おまえたちにはただこう言いましょう、













21) ツィーグラーの詩では “Frohlocke und scherze” となっている。曲づけする際にバッ
ハが “und” を “sing” に変更した。
22) ツィーグラーの詩が出版されたのは、カンタータ作曲後 3年を経た 1728年だが、  出
版された詩とバッハのカンタータの歌詞を比較すると、明らかにバッハがツィーグ
ラーの詩を短縮・変更したと考えられる箇所が複数ある。Vgl. Dürr und Mendel 1963,
S. 49–50.
23) かなり長い後奏がつくが、歌の終わりまでが原曲で 32 小節だったところ、BWV
68/2 では 52小節である。
11J. S. バッハのカンタータにおけるパロディ技法について

























25) オーボエ、ヴァイオリン、通奏低音によるトリオ楽章。BWV 208/13 の主題を用
い、BWV 208 の自筆スコア (ベルリン国立図書館所蔵、Mus. ms. Bach P 42) の終
わりに記されている。









【譜例 2:《狩のカンタータ》第 13楽章 1～12小節目】
——————————————————
27) 現存する自筆スコア(ベルリン国立図書館所蔵、Mus. ms. Bach P 42)で、歌詞の
「クリスティアン Christian」という名が「エルンスト・アウグスト Ernst August」










【譜例 3: カンタータ第 68番第 2楽章 1～12小節目】
ヒ・アウグスト Friedrich August」とかえられているほか、第 8、12楽章の歌詞が


















カンタータ第 110番《われらの口は笑みに満ち Unser Mund sei voll




„Unser Mund sei voll Lachens und 「私たちの口に笑いが
unsre Zunge voll Rühmens. 舌に喜びの歌が満ちるであろう。
Denn der Herr hat Großes an uns getan.“ なぜなら、主がわれらに大いなる業を成し遂げら
れたからだ。」
この合唱楽章の原曲は、《管弦楽組曲(序曲)第 4番》 (BWV 1069、1725年以















【資料 2: BWV 1069/1 と BWV 110/1 の楽章構造】
原曲: 《管弦楽組曲(序曲)第 4番》 (BWV 1069) 第 1楽章
パロディ:《われらの口は笑みに満ち》 (BWV 110、1725年) 第 1楽章
BWV 1069/1
小節 1～24,1 24～167,1 167～187
緩徐部分 急速なフーガ 緩徐部分
BWV 110/1


























































章〈世の罪を除きたもう者よ Qui tollis〉である。この曲はフルート 2本と弦
楽オーケストラを伴う合唱楽章である。
BWV 232/9
Qui tollis peccata mundi, 世の罪を除きたもう主よ、
miserere nobis. 我らを憐れみたまえ。
Qui tollis peccata mundi, 世の罪を除きたもう主よ、
suscipe deprecationem nostram. 我らの願いを聞き入れたまえ。
この《ロ短調ミサ曲》第 9楽章の原曲は、カンタータ第 46番《思い見よ、  か
かる痛みのあるやを Schauet doch, und sehet, ob irgend ein Schmerz sei》













„Schauet doch und sehet, 「目を留めよ、よく見よ、
ob irgend ein Schmerz sei wie mein Schmerz, これほどの痛みがあったろうか、
der mich troffen hat. 私を責めるこの痛みほど。
Denn der Herr hat mich voll Jammers gemacht なぜなら、主が私を悲嘆で満たすからだ、















41) 土田、1996年、230頁。このほか、BWV 46/1 冒頭の短三和音の下行音型がパロ
ディの歌詞にふさわしいため、パロディの原曲に選ばれたという指摘もある。Vgl.
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